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   デ リス根 の有效 成分 定 量 に關 す る研究(第4報)(1)
          デ リス根 粉 末 及 び デ リ ス根 有效 成 分
            を含 有 せ る粉 末 の變 質 に就 て
               武 居 研 究 室
       農學 士 武  居 三 吉
            宮   島   式   郎
 デ リス根は古 くは魚獲,狩 猟等の目的に利用されてゐたのであるが,其 後農業藥剤 として其
の卓抜な眞債を認め られ農業経螢上不可欲の殺愚剤 として廣 く使用されてゐる事は周知である
更に近年デ リス根の有数成分を羊毛並に毛皮に吸着せしめる事に依つて是等を不蝕性の物とな
し得る事が判つて其の利用方面に一新分野を拓 いた.又 最近に至つてデ リス根1ま飼旬性の屋内
害轟例へば南京轟,蚤,颪,ダ ニ等の馬L除には如何 なる他剤 も及ばぬ特数を有する事が獲見さ
れ此の目的の爲にデ リス根の有敷成分を含有 した粉末が種 々の名構の許に市場に籏出するに至
り,此 虚にも亦デリス根は大きな用途を開拓 して人類の生活に多大の貢獄をなしつ 」ある。欺
くしてデ リス根の利用範園は逐年擾大 され,更 に今後 も色 々の方面に利用される事が考へ られ
る.
 從來デ リス根の有数成分は熟,光 線,水 分等に依つて攣負を起 し無毒性の ものになるといふ
事は古 くか ら言はれてゐるけれ共,是 等は主に溶液或はこれに近い歌態に保つた場合の事であ
つて②デ リス根の粉末叉はデリス根の有数成分を含有 した粉末に卸 光線,或 は水分が如何に
影響するかと言ふ研究は勘い.只Meijer母Koolhaas爾氏3〕カミデ リス根粉末に樹する熟の
影響を二三報告 してゐるに過ぎない.余 等はデリス根有敷成分を含有 した粉末歌の農業藥劃或
は屋内害畢駆除齊1に封 して熟,光 線或は水分等の因子が如何に働 くかを試験 した結,果丈けを薮
に報告 し製剤並に保管の合理化に封する科學的管理の資料に供 し度いと思ふ次第である.
                  實    験
 試料の調製:デ リス根の粉末はデ リス根を1cm内 外に切断 し粉陣機にかけて粉砕 し微粉 と
した ものを用ひ,デ リス根の有数成分を他の粉末に吸着せ しめた ものは珪藻土,澱 粉或は有
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数成分を一度全 く抽出 した淺渣のデリス根粉末の一一定重に,一 定量 の 有 数成分(Rotenon,
Deguelin及 び樹脂の混合物)を 混 じベンゾールを加へ撹搾 し乍 ら蒸獲乾固 し更に粉埣 して微
粉 とした ものである.分 析法は第1表 か ら第6表 までは第3報(1)に 報告 した第3法 に依 り,第
7表及び第8表 は都合で第1法 に依つナこ.
                ①.黙 に 依 悉 攣 質
 (A)デ リス根粉末の場合                 凋
 デ リス根粉末を硝子皿に入れ恒濃電 餅曹中で10σ に2時間加熟すると第1表 に示す様に全抽
出物が最低13%,最 高54%減 じ,結 晶Rotenonが 最低35%,最 高76%減 少 しナこ.此 の・内試料
Gを5,10,30時 間100「 に加熟 した結果第2表 に示す様に全柚出物は其れ以上の減少を來 さない
けれ共,結 晶Rotenonの 量 は 漸次減少 し30時間熟 しナこものは最早全 く存在 しない事を認 め
ナこ.
                 第  1 表
           全 抽 出`物              結 晶Rotenon
       〆・                一      〆一＼
        A     B                A     B                 BIA               BIA
  試 料(加 勢前)(2時勢1鵬   (攣 前)(2町0ぴ)
   A22.0019.050.87 .8.073.800.47
   B23.4816.7GO.71 7.094.110.58
   C       24.56      18.10      0.74           8,43      4.43 1     0.53
   D24.7116。100.65 8.684。92057
   E27.00.2().150.75 8.755.400.62
   F        30.86      22.80      0.75            1033      6。68       0。65
   G35.5516.400.46 1α972。680.24
                 第  2 表
    試 料   ユ00。加 熟時 間    全抽 出物    結 晶Rotenon
                      %         %
             0                 3555                 1097
     。/ l, 鴛 鎗l       / 
ll 翻 ・雪
 然 し10〔ドと言ふ高温を用ひての研究は篭際問題とは少 しく縁遠い様に思はれ るので試料亘を
400に 加熟 して見た結果第3表 に示す様に1ケ 月(の)後に全抽出物妹34%・ 糸目晶Rotenonは39%減
じ,更 に其れ以上加熟を糧績 して も爾成分共殆んど塗化 しなかつナこ,次 に別の試料Aを400に 於
て加熟時間と成分減少割合を更に詳細に研究せんとしナこのであるが第4表 に示す檬に大 した減
少を來さなかつた.此 の事は第3表 と大きな矛盾の様に思はれるけれ共,第1表 からでも容易
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に推察 し得る檬に,異 る試料を同様に塵理 しても成分減少の割合は麗々である.此 の事はデリ
ス根を構成 してゐる各組成分の含有の割合が異るのに起因するもの と思はれるが,此 れに關 し
                  へ
ては今一段 と研 究す る必要が ある.
                  第  3 表
    試  料    40。加熟 目数      全抽出物      結晶Rotenon
                      %         %
             0               23.99               7.68
     H{ 認 欝: 1:ll
                 第  4 表
                ぜ
   試   料     40D加熟口数       全抽田物         結晶Rotenon
                     %          %
            0                22.00                 8.07
            1                22.05                 7.93
            2                 22.05                  8.07   A
            4.          22.00            8.1を
            8               22.10                8.19
            15               22.00                7.15
    1              30               22.20                7.25
 上記の様 に何れの試料 に於て も100q加 熟 に依つ て全抽 出物 も結晶Rotenonも 共 に著 しく減
少 し且其 の減 少の割合 は前者 に比 し後者の方が遙 かに大 で ある.此 の場合攣質 して如何 なる も
のになるかは今後 の研 究に侯 たねばな らない.400に 加熟 の場合 は試料 に依つて比較 的長時間
成分の減 少を來 さない檬 な場合 もあれ ば叉相當減 少の大 きい もの もあつて一概 には言 ひ得 ない
けれ共 デ リス根の緻維 は極 めて強靱 であつて,之 を微粉化す るに際 して は相當の高熟 を獲 す る
もので あるか ら此 の黒占粉檸 に當つ て充分注意 を要す る.
 (B) デ リス有敷成分 を他の粉末 に吸着 せ しめた もの Σ場合.
    気
 此の場合はデリス根粉末と異つて第5表 に示す檬に興味ある事を認めた.鄙 ち珪藻土に吸着
せ しめた ものを100。 に2時 間加熱 した場合全抽出物3%,結 晶Rotenon 15%を 減 じ,・澱粉を
用ひた ものでは全抽出物には殆ん ど攣化無 く,結 晶Rotenonは 僅かに3%を 減少 したのみで
ある.更 に有敷成分を含まないデ リス根粉末の場合には全抽出物1;は 攣化な く結晶Rotenon
が6%減 少 したに過ぎない.
 上述の様に天然のデ リス根粉末と人工のデ リス根成分含有粉末 とは熟に封する性質が大いに
異つてゐる事が判つた.
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                  第  5 表
            全 抽 出 物      結 晶Rotenon
        〆一一一一一■一一一隔一《一一一一一 ＼      〆副 臨一一一一一■一鞠一一＼
          A    B                A    B
   蜻 剤 ・嘩(・ 時禦1・ぴ・BIA ・加勢前… 噸 ・…/・
  珪 藻 土20.51 19.85 0.97  5.98 臥06 0.85
  澱       粉    23,39      23.35      1。00            6.13       5.94      0.97
  驚 鶉 鶏 ・・26 2・26 ・・…  8 ・57 ・94
              (2)光 線 及び水分に依 る攣 質        '
 デ リス根粉 末を水分 を飽 和 した無色の硝子器 中に保 ち實験室 内の明 るい場所 に置 き間接光線
と漁氣 とに依 る攣 質の歌態を同時に試験 した結果,第6表 に掲 けた様 に12ケ 月を経過 して も有
数成分には何 等の攣 化を認 めない事 を明 かに した.然 し乍 ら此の様にす ると粉末 は間 もな く懲
を獲 生 し塊状 を爲 して來 るのみな らす漁氣 に遭つた粉末 は徹の獲 生前 醜に塊 る傾向を取 るナこめ
に撒 布敷果 は甚だ しく減殺 され る.デ リス根粉末 或はデ リス根の有敷成分 を含有 した粉末状屋
内害轟駆 除剃 の様 な接 燭剤 は或量 の有数成分 さへ 含有 して居れ ば其れ以上は不必要で殆ん ど無
駄 に も近 い.只 上述 の様に粉末 が充分乾燥 してゐ る事 と,微 粉 である事 とが重要 な條件で ある.
此の黒占,水 中に懸 濁 させて使 用す る農藥 用粉末 とは大攣異 る所で ある.
                  第  6 表
   分 析 保 存 期 間 全 抽 出 物 結晶Rotenon.水 分
   月 日      (無水物 トシテ) (無水物トシテ)   1%
                   %        %
    V皿 一9        0              25.54            9.04            7.20
    区 一9    1ヶ月      25,65       8.97       15.20
    X -9         2                25」B6              9β3  、           12βO
    X[ -9         3               26.22             9.00             13.80
    皿 一9         4                26.25              8.30              15.80
    1 -9         5                27.17              8.50              17.20
    皿 一9         6               27.08             8.56             18,40
    1▽ -9        8               28.81            9.16            20.00
    VI -9     、 1〔>              28.61           942            15β0
    耳旺 一9        12                28.15              9.20              17.40
 上記の様 に時 口の経過 と共 に成分 が逆 に堀加 す る傾 向を示す けれ共,之 は勿論有数成分が増
しナこので は無 く,揮 獲 性物質の減少及び デ リス根粉末 中に含有 されて ゐる他 の成分 が徽 のナこめ
に浩費 されたのに起因す る もの と考へ られ る.
 次 にデ リス根の有敷成分を主剤 と しナこ市販 の農藥 及び屋内害轟駆除剤の分 析結果 を参 考の爲
掲 け ると第7表 並 に第8表 の様 であ る.
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               第  7 表
            市 販 農 藥 分 析 結 果
   供試晶蘇 堅 ㌘  騨 物  結 晶秀otenon
     1            12.12            11.20        '      3.20
     2              〃              ,13.30 ・             3.20
     3              13.2             10.35               0.35
     4(A) .     13.2         19.65          6.95
     (B)        14.5          18.45           5.85
     5, 13.4  Z80.  0
     6〃20.006.90
     714.118.95 1.55
     8               〃              14.00               0.15
     914.517.70 6.10
 上記の内 一二の もの に於 ては既に攣質 を起 してDehydro化 合物 を得た もの さへ あつた.除
轟菊 を混合 して ゐる もの もあつた.
               第  8 表
           市 販 屋 内 害 轟 騙 除 剤 分 析 結 果
     供試品番號     購入分析     全抽出物    結晶Rotenon
             年月     %  ・    %
      1倉  朧   1:器  1:器
      2含  儒  1携   1:鎗
      塗 盤1 }lll§ lll
      4倉 . 儒  }茎:召  1:龍
      5念  儒  1:磐  1:1§
      6含  儒   1:ll  l:ll
      7倉  {圭1:9  }1:ll  l:19
      8食  儒  }1:ll  l:詣
       915.712.501.10
      10              〃           17、75            2ユ5
      11              16.3            7.10              0.80
      12             164            9.85             228
      13             16.5            7.25             2.40
      、 14                〃             6.90              2.30
      15       ℃        〃             8.90         ・    3.35
      16              16.6           10.50              4.10
此 の分 析結果 か ら明かな様 に同…商品 で も購入 の時或 は虚の異 る場 合に有致 威分量 が著 しく
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多少の有る事は今 日の普通デ リス粉製造法では已むを得ないとしても,資 材の合理的利用と言
ふ瓢及び一定敷力の保持と言ふ無占か ら見て甚だ非科學的であり,不 暦濟な事である、今 日市場
で科學的製晶として数果の鮎でも定評のある供試晶5號 の如きは成分組成に於て も時と庭を問
はす常に一定であつて,其 の他の製晶 も一日も早 く斯 くの如 く改良されるべきである,猫 ほ二
三の物は着色したり硫黄や除贔菊を混合 してゐるものもあつナこが,實 用的債値か ら言へば大 し
た意昧は無い.夏 に,他 の二三の ものは攣質 してゐてDehydro化 合物を得た ものさへあつた.
叉此の種屋内害轟騒除剤 として販費 されてゐる物で除轟菊や多量のp-Dic血Iorbenzolを 含有 し
た ものが敷種あつたが此虚では省略する.
                  要    約
 1.デ リス根粉末は1000に 加熟す ると短時間に著 しく有敷成分の減少を來す.40.の 場合に
   は相當長時間でなければ影響は顯はれないけれ共,熟 はデ リス根粉末には最 も忌むべき
   ものである.
 2.デ リス根粉末の熱に依 る有数成分減少の割合は其の組成 と密接な關係がある様であつて
   一定 してゐない.此 れに就てはその原因を更に研究 して見る必要がある-
 3. デ リス根有敷成分を他の粉末に吸着せ しφた もの 』加熟に依 る有敷成分の減少割合はデ
   リス根粉末に比 して遙かに勘い.
 4。 デ リス根粉末は闇接光線及び撚氣に依つては有敷成分の減少を來 さないが屋内害贔駆除
   の目的のものは漁氣で塊状になる爲に撒布数果が著 しく減殺 され る.
 5。 デ リス根粉末叉はデ リス根有数成分を含イ」する市販農業藥剤並に屋内害轟駆除剤を分析
   した結果一二を除いては1・1一商晶で も其の時汝に依つて名有成分に大差がある.此 等は
   今後當然改良 されるべきである.
 本研究は丈部省科學研究費及び農林名委託研究費に依つて行つた ものであつて藪に深 く感謝
の意を表する吹第である.
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